
衝撃吸収ルーフヘッダー

衝撃吸収カウルトップ構造

衝撃吸収ワイパー構造
衝撃吸収フードパネル

衝撃吸収脚部保護構造

坂道も安心のヒルホールドコントロール〈全車標準装備〉
■ヒルホールドコントロール作動イメージ図

衝突時の衝撃を効率よく吸収するボディ構造〈全車標準装備〉

＊画像は説明のためのイメージです。

後方から低速で追突された際に、シートバックとヘッドレストが体全体を包み込むように受け止め、
頸部への衝撃を緩和します。

ピラーやルーフサイドの内側に衝撃軽減構造を採用。万一の接触時に、乗員の頭部へのダメージを
軽減します。

頭部衝撃軽減構造インテリア（前席）〈全車標準装備〉

シートベルト フロントシート プリテンショナー&
可変ロードリミッター機構付ELR3点式×2
〈全車標準装備〉

SRS※1エアバッグシステム 運転席&助手席〈全車標準装備〉
※1 SRS：Supplemental Restraint System（補助拘束装置） 運転席&助手席エアバッグは横方向や後方からの衝撃、横転および転覆した場合や正面からの衝撃が小さい
場合には作動しません。すべてのSRSエアバッグはシートベルトをしたうえでの補助拘束装置です。シートベルトは必ず装着してください。

＊切替え操作のご使用上の注意事項につきましては、必ず取扱書をご確認ください。
＊4WDの機能・性能については限界がありますので、過信せず安全運転を心がけてください。また、走行条件についてはご確認いただきたい事項がありますので、
必ず取扱書をお読みください。

頸部衝撃緩和フロントシート〈全車標準装備〉

優れた燃費性能とパワフルな走りを両立。

低速域から中速域では変速による、ショックの少ないシームレスでスムーズな加速を実現。高速域で
は回転数を抑えることで、燃費の向上と車内での会話がしやすい優れた静粛性に貢献しています。

CVTを新採用

ボディの広範囲に高張力鋼板を使用して、強度を高めながら軽量化を実現。さらに、より強度の高い
超高張力鋼板も採用し、安全性を追求しています。ボディ構造には、衝突時の衝撃を吸収するクラッ
シャブル構造や、衝撃を効果的に分散する骨格構造、さらに高強度なキャビン構造などを採用し、高い
衝突安全性能を実現しています。

前面衝突時

側面衝突時

■軽量衝撃吸収ボディイメージ図

坂道での発進時には、クルマが後
ろに下がらないように、ブレーキ
ペダルからアクセルペダルに踏
み替える瞬間、一時的にブレーキ
が作動（最長約2秒間）。落ち着い
て発進できます。

狭い路地での取り回しも、縦列駐車もストレスなくスムーズに。軽快なフットワークで、仕事を
アシストします。

軽快なフットワークを生む小回りの良さ

エマージェンシーストップシグナル〈標準装備：PA-S・PC・BUSTER〉
約55km/h以上で走行中に急ブレーキを検知すると、ハザードランプが自動で高速点滅。後続車に
急ブレーキを知らせ、注意を促します。

＊4W-ABS&EBDはあくまでもドライバーのブレーキ操作を補助するシステムです。4W-ABS&EBD非装着車と同様に、コーナー等の手前では十分な減速が必要です。
安全運転を心がけてください。

4輪アンチロック・ブレーキ・システム（4W-ABS）&
電子制御制動力配分システム（EBD）、ブレーキアシスト
〈全車標準装備〉

路面状況に応じ、3つのモードを切替えできる
電子制御式パートタイム4WD
〈標準装備：PC（CVT/4WD車）・BUSTER（CVT/4WD車）〉
通常の走行では「2WD」を使用。雨で滑りやすい時など、路面状況に
応じて駆動力を制御する「4WD AUTO」、山間部の未舗装路などで
力を発揮する「4WD LOCK」、スイッチで3つの走行モードに切り
替えできる電子制御式パートタイム4WDを採用しました。

路面状況が悪くても安心の装備
ブレーキLSDトラクションコントロール
〈標準装備：PA-S・PC（CVT車）・BUSTER〉
ぬかるみなどで駆動輪の左右どちらかが空回りした場合、空回りする方にブレーキをかけるこ
とで、もう一方に駆動力を伝達。ぬかるみなどからの脱出をアシストします。

＊エアバッグ膨張時イメージ写真

歩行者傷害軽減ボディ〈全車標準装備〉
ボンネットフードやフロントフェン
ダー、フロントバンパーなど車体前
部に衝撃吸収構造を採用し、万一
の接触時に、歩行者の頭部と脚部
への衝撃を緩和します。

最小回転半径

4.1m
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駆動力を失う 空回り 駆動力を確保 ブレーキ

ブレーキLSD
トラクション
コントロール
作動

＊システムがタイヤの空回りを検知すると自動で作動します。




